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　1950年か ら2004年までに歯科治療 に関連 した
事故を検索 した結果,死 亡事故が126例あり最も









素 飽和 度%(以 下,SpO2)と呼 吸 苦 をVisual
Analogue　Scale(以下,　VAS)を用いて評価 した。





　 閉 口 時 の 矢 状 気 道 径 は,A16.1±3.Omm,
B14.6±3.8mm,　C24.7±5.7mmであった。 また
最大 開 口時 の矢 状 気 道径 は,A7.4±3.1mm,
B7.7±3.Omm,　C16,3±5.2mmであり,いずれも









と,矢状気道径が約半分に狭窄 した。 この原因 と
して開口した下顎が物理的に咽頭後壁を押 し,上





縮筋が関与 し,そ の制御 には咽頭神経叢が係わっ
ていると考えられた。
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